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報告内容：

 ISEK 2024（第24回国際電気⽣理運動学会）は、三⼗を超える国と地域から約五百⼈の
研究者が参加した、⼈間の運動・筋⾁・神経系について扱う⼤規模な国際学会であった（中
京⼤学．「ISEKが愛知で開催。スポーツ科学部渡邊教授が⼤会⻑」．https://
www.chukyo-u.ac.jp/news/2024/07/024086.html，2024年8⽉20⽇参照．）。ポスター
発表の演題数は⼆百を超え、ポスターセッションは三⽇間にわたりおこなわれた（予稿集
および⼤会プログラムを参照）。

 採択者は、最新の研究成果についてポスター発表をおこなった。内容は、前庭感覚系に
電気刺激を与えることでリズム運動の安定性を向上させる効果を⾒出した、という電気⽣
理学・神経科学・実験⼼理学を組み合わせた実験の結果を報告するものであった。学会全
体としては筋電図を扱う研究が多いなか、筋電図を使⽤していない研究でありながら国内
外の多くの参加者と議論を交わした。これまで採択者は⾃⾝の研究と分野やスコープが合
致する学会を主として参加してきたが、今回のようにスコープを少し異にする学会への参
加したことで、共通の背景知識の少ない相⼿との議論によって得られる新たな気づきや視
点の重要性を再確認した。また、川上泰雄先⽣（早稲⽥⼤学スポーツ科学学術院）や野坂
和則先⽣（School of Medical and Health Sciences, Edith Cowan University）といっ
た⽇本の研究者が国際学会である本学会でkeynote lectureで講演をおこなっており、世
界⽔準の研究としてのロールモデルを⽬にした。今回の学会でのディスカッションで得ら
れた視点や、講演を視聴して得た新たな知⾒については、発表した研究の原著論⽂執筆に
おける考察や構成に取り⼊れることを予定している。
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